
国立大学法人愛媛大学

学長柳樽憲借殿

監査報告審

私ども壁事は、菌立大学法人法第 11条第4項及び開立大学法人法第35条において準用す

る独立行政法人通員Ij法第38条第2瑛iこ基づき、間立大学法人愛嫌大学(以下、 f法人  jとい

う。)の平成20年4月 113から平成 21年 3月31日まで、の平成20年度における業務について監

査を実施しました。

その結果について以下のとおり報告します。

1.監査方法の親要

私ども藍事は、思立大学法人愛護大学監事監査規員Ij等日誌い、役員会、経蛍協議合及び教

育研究評議会その龍重要な会議lこ出窓するとともに、重要な決裁書類等を閲覧しました。さら

に、学長等から法人の運営状況を糖、童文したほか、各部局等の長等から業務執行状況を聴取す

るととも ζ議事寵により監査を実施しました。

また、会計監査入が実施した監査の方法及び結果iこついて報告を受付、事業報告番、棄す務

諸表(貸母対照表、損議計算審、キャッシュ・フロ…針算審、手Ij載の経分iこ関する蓄熱〈案)、菌

立大学法人等業務実撞コスト計算議事及び附属明細書)及び予算の区分iこ誕い作成した決算報

告書につき監査を実施しました。 

2.監査結果

(1)会計監査人監査法人ト…マツの監衰の方法及び結果は、桔当と認めます。 

(2)法人の業務i土、法令に詫い行われたものと認めます。 

(3)事業報告撃は、法人の業務運営の状況を正しく示しているものと認めます。 

(4)財務諸表(利益の処分に関する書離(案〉を除く。 H土、法人の財政状襲、議営状況、キャ

ッシューフローの状況及び業務実斑コストの状況を謹正に表示しているものと認めます。 

(5)利議の処分に関する書類(案)は、訟令に適合しているものと認めます。 

(6)決算報告書は、法人による予算の匹分に従って決算の状祝告と正しく示しているものと認め

ます。
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